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Managed Cloud Service の位置づけ

Managed Cloud Service は、ESRI ジャパンが運用管理するサービスです。
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• ArcGIS Onlineは、
Esriが管理するSaaSで
あり、年間を通じて自
動的なアップグレード
が行われます。

• ArcGIS Enterpriseは、
クラウド上またはオン
プレミスでお客様が管
理するインフラストラ
クチャにインストール
され、お客様のニーズ
に合わせてスケーラブ
ルにできます。

• ArcGIS Managed 
Cloud Service は、
ArcGIS Enterprise の
基本構成を AWS にデ
プロイし、運用・管理
を ESRI ジャパンが実
施し、ご提供するサー
ビスです。
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サービスの位置付け
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ArcGIS Online ArcGIS Managed
Cloud Service

ArcGIS Enterprise

利用環境 インターネット インターネット インターネット/イント
ラネット

リージョン
(環境ホスト）

米国 日本(IaaS) 自社選択可能（自社環境、
IaaS など）

ライセンス ユーザー/年 サービス利用料金/年
ユーザー/年（初期を除
く追加ユーザー）

製品ライセンス
ユーザー/年（初期を除
く追加ユーザー）
保守/次年度以降

構築・メンテナンス Esri コントロール ESRIジャパンコントロール 自社コントロール

エンタープライズ統合 SAML, OpenID Connect 
logins

SAML, OpenID Connect 
logins

SAML, OpenID Connect, 
LDAP logins
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サービス概要図 東京がアクティブの例
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サービスに含まれるライセンス構成
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• Managed Cloud Service 本体に含まれるもの

• オプション）追加の User Type

項目 数量

ArcGIS Enterprise Standard
4 Core

1

Creator User Type 4

Viewer User Type 100

ユーザータイプ 単位

Creator 1

Mobile Worker 1

Editor 1

Viewer 1

新ユーザータイプ への変更は
2025年以降の予定です。
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サービス提供フロー
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申込 初期構築

注文時に指定
・ドメイン名
・利用ユーザー数

ArcGIS Enterprise 自動構築
・ネットワーク設定
・インスタンス作成
・ロードバランサー設定
・OS設定
・監視設定
・バックアップ設定
・運用設定

運用保守

各種運用保守
・レポート用ダッシュボード
・リソース監視
・ログ監視
・障害対応
・パッチ適用
・QAサポート

利用開始

サービス開始通知
・証書発行
・利用案内

1週間程度目安

※構築の自動化により、1週間ほどでサービス利用ができます。
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Desktop Web Device

Content and services ArcGIS Data Store ArcGIS Server Portal for ArcGIS

ArcGIS Enterprise 組織 (Windows/Linux)

ArcGIS Online 組織

ArcGIS Online 、は米国 Esri によってホストされていま
す。 インストールやメンテナンスは必要ありません。

ArcGIS

Web Adaptor

ArcGIS

Web Adaptor
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• ArcGIS OnlineとArcGIS Enterpriseの間で、どちらかを選ぶ必要はありませ
ん。両者を統合した多くのハイブリッド配置パターンがあります。組織が最
も適した配置パターンを選択するのは、組織のニーズに最も適している配置
です。
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ArcGIS Online と ArcGIS Enterprise の統合
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ArcGIS Enterprise
Public Cloud
Private Cloud
On-premises
Managed Services

ArcGIS Online
Esri SaaS

infrastructure

Basemaps

Living Atlas

Content Services

Standalone

ArcGIS Server
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Webアプリケーションを構築するためのツールの範囲
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ArcGIS Online／ArcGIS Enterprise

Instant
Apps

App
Templates

App
Builders

Widget
Component

s
SDKs APIs

easier & quicker
coarse-grained
more black box

no or minimal coding

more effort & time
fine-grained
more control
more coding

No code Low code Custom development
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Managed Cloud Service の運用を支える自動
化技術

キーワードは、「IaC」「Cloud」「運用の汎用化」
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サービスの構築（デプロイ）

13

• Terraform を使用した、自動化による複雑な構成を迅速に提供

ネットワーク作成（VPCなど）

インスタンス作成（EC2）

ロードバランサー作成（EC2）

監視設定（CloudWatch）

バックアップ設定（Backup）

運用設定
（Systems Manager）
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Powershell DSC for ArcGIS による構築の自動化
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Powershell によるArcGIS Enterprise 構築の自動化による安定導入
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OS セキュリティパッチの自動適用
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独自のパッチベースラインを作成

インスタンスに適用するパッチの種類
を設定可能

メンテナンスウィンドウの実行

①対象インスタンスの起動

②パッチのインストール

③対象インスタンスの停止

①

②

③
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ArcGIS Enterprise のパッチ自動適用
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事前にパッチを Amazon S3 にアッ
プロード

メンテナンスウィンドウの実行

①対象インスタンスの起動

②S3 からパッチをダウンロード

③ダウンロードしたパッチをインス
トール

④対象インスタンスの停止

①

②

③

④
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運用自動化実現までのフロー
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運用自動化
の企画立案

調査・検証
実装・運用
組み込み

運用チェッ
ク

汎用性の高い運用を
抽出して自動化できる
可能性のある業務を
洗い出す。

技術的な側面を中心に
実装が可能かを検証

スクリプトなどへ
運用ノウハウを
落とし込む

運用ログなどより、
正常に稼働しているか
チェック
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AWS上での特定現象の自動処理例
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Amazon CloudWatch

ログ出力

AWS Lambda

特定のキーワードより
Lambda処理呼び出し

AWS Systems Manager

ArcGIS Base Deployment

Run Command

Powershell により自動処理実行
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ArcGIS Online と ArcGIS Enterprise

それぞれの特徴など
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成功への道のりは技術以外の要素も重要です！
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Technology People

Process Planning
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組織のニーズにあわせてテクノロジーを選択する

• Web GISをどのように実装しますか？
• 物理マシン、仮想化環境、クラウド、またはそれらの組み合わせ

• 何台のマシンが必要ですか？
• マシンのハードウェア仕様、ソフトウェア、コンポーネントを考慮してください

• どの配置パターンが組織に最適ですか？

• SLA（Service Level Agreement）は？

21
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組織への配慮

• メンバーをどのように追加しますか？

• コンテンツにアクセスできるのは誰ですか？

• 彼らはどのコンテンツにアクセスできますか？

• 彼らがアクセスしたコンテンツで何ができますか？

• データをどのように公開し、地図やアプリに変換しますか？

• 地図やアプリのセキュリティをどのように設定しますか？

• 自動化に興味はありますか？

22
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組織内での能力の定義
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Operations
（運用）

Mobile Workforce
（現地調査員）

GIS Professionals

Knowledge Workers
（知識労働者）

Users
Executives

（経営幹部）

• Curate Content（コンテンツ整備）

• Author Maps（マップ作成）

• Configure & Develop Apps（アプリ作成）

Analysts
（分析）



© 2024 Esri Japan Corporation

成長のために協力が必要な人々の把握
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Operations

Mobile Workforce

GIS Professionals

Knowledge Workers

UsersExecutives

Analysts

• Curate Content

• Author Maps

• Configure & Develop Apps

IT Professionals
• Ensure Business Continuity
（ビジネス継続性の確保）

• Apply Security（セキュリティ
適用）

• Enforce Governance（ガバナ
ンス強化）

Subject Matter Experts
（特定分野の専門家）
• Operational Data Experts（運
用データの専門家）

• Drive Requirements（運転
要件）

• Power Users（パワーユー
ザー）
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ArcGIS によるスケーリング

25

ITとの連携
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ArcGIS Enterprise を運用する

• パッチ適用とアップグレード

• SLAの維持

• システムの透明性

• システムの安定性と可用性の調整

• リスクの軽減

• パフォーマンスの最適化

• ボトルネックの特定

• 容量計画の改善

26

設定して放置しない

Planning

Requirement
s

DesignDevelop

Deploymen
t

Operations

Governance（管理・運営） は、
運用を成功させるキーポイントです。

計画

デザイン開発

配置

運用

要件
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その他
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ArcGIS Managed Cloud Service で実現できること
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ArcGIS Enterprise 基本構成を専門家に依頼することでユーザーは
課題解決に集中できます

Amazon Elastic Compute Cloud 

(Amazon EC2) ArcGIS Enterprise

Amazon Virtual Private Cloud 

(Amazon VPC)

ArcGIS Experience

Builder

ArcGIS 

Field Maps

課題の解決

Map Viewer

サービス提供

課題解決のためのマップやア
プリケーション
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費用構成 ０から構築 vs サービス利用
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AWS運用費

構築費

運用費

ライセンス費

AMCS

AWS運用費

運用費

ライセンス費

AMCS

1年目 2年目以降
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ISO27017 認証取得
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展示ブースのご紹介

31 通路側
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ご参加いただき誠にありがとうございました。

アンケートのご協力をお願い致します。

https://arcg.is/0KuyKf0
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